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№１

【ともにキッチンプロジェクト】
香川大学学生ESDプロジェクトSteeePは、環境問題に対する学習及び、地球温暖化防止活動の普及・啓発をしている学生団体であ

り、メンバー全員が地球温暖化防止活動センターから香川県学生地球温暖化防止活動推進員に任命されて活動しており、また、平成29
年度から香川県食品廃棄物削減推進協議会の後援を受けて、「みんなで楽しく料理をしながら食品ロスについて考えよう！」というコン
セプトのもと、食品ロス削減イベント「ともにキッチン」を開催している。

現在、瓦町FLAGで月一回と定期的に開催しており、募集人数は毎回15名程度である。ともにキッチンは、開催日当日に廃棄される予
定の食材を地元スーパー（現時点では、新鮮市場きむら様、マルシェきむら様）から提供していただき、その食材を見ながら参加者全員
で作る料理を考え、みんなで協力しながら作り、参加者同士との交流を図りながら、食品ロスについて考えようというイベントであり、家
庭でも食品ロス問題に取り組んでもらうキッカケになるのではと考える。

香川大学学生ESDプロ
ジェクト SteeeP

開催における名義後援
参加者募集のための周知・
呼び掛け

№２

【学生地球温暖化防止活動推進員・四国エコサミット】
四国各県の大学生が、９月14日（金）～15日（土）、香川県高松市亀水町の真宗興正派紅峰山興願寺において、地球温暖化について

テーマごとに意見交換をし、大学生が取り組む活動事例を学ぶとともに、ワークショップ等を通じて今後の地球温暖化対策及び啓発につ
いての具体的な活動を考える。また、「放課後こども教室」とも連携を図り、近隣地区の小学生を対象にした環境学習の実践活動を実施
する。

さらに、寺院で研修を行うメリットを最大限に生かし、日本の古き良き文化を学び、これまでの生活習慣を見直すきっかけとする。

四国４県地球温暖化防
止活動推進センター

開催における名義後援

№３

【うどんまるごと循環プロジェクト】
「うどんまるごと循環プロジェクト」は、2012年1月に設立、運営を開始し、「うどんをまるごと循環させる」を基本コンセプトとして、「うどん

からうどんを作る」を合言葉に、うどんや食品廃棄物からバイオガスを生成しうどん発電を行ったり、バイオガス等を生成した後に残る残
渣（カス）から生成される液肥（消化液）を使って、うどんの原料の小麦やうどんの薬味となるネギなどを試験的に栽培し、うどんから生ま
れる低炭素社会モデル、循環型社会モデルの構築を進めてきた。

2015年度以降は、これらの取組を更に発展させるため、①うどんまるごと循環システム・モデルの構築（完成）、②市民、学校等への全
県的な普及啓発、③市民、企業、団体等による参画、を積極的に推し進めることにより、地球温暖化防止等に資することを目的としてい
る。また、食品ロスに目をむけ、香川県や県内の各種団体との連携を深めており、2016年度からは「香川県食品廃棄物対策推進協議
会」の正式メンバーとして活動しており、スマート・フードライフという香川県独自の取組を通じて、食品廃棄物の削減及びその結果として
地球温暖化防止に資する取組を進めている。

うどんまるごと循環コン
ソーシアム

イベント等における後援名
義、募集のための周知・呼
びかけ等

№４

 【四国まるごと公共交通利用促進キャンペーン】
四国においては、全国に先駆けて迎えている人口減少や高齢化の問題、マイカーの利用拡大等を背景に、公共交通機関の輸送量は

ピーク時に比べ鉄道では５８％の減少、バスでは８８％減少となっており、公共交通を取り巻く環境は極めて厳しい状況にあります。
 その一方で、地域の公共交通を維持し、活性化することは、高齢者をはじめとするマイカーを持たない住民の“日常生活の足”を確保
するだけでなく、活力あるまちづくりや、観光客が訪問しやすい環境整備による地域の活性化、環境問題への対応といった観点からも、
大変重要となっています。
 このため、四国４県と関係団体、ＮＰＯ、四国運輸局等で構成する四国公共交通利用促進協議会では、毎年９月中旬から１０月中旬ま
での約１ヶ月間を、四国全体における公共交通利用促進キャンペーン期間と位置づけ、平成１９年度から四国各地で公共交通に親しむ
イベントを開催しています。
 平成３０年度は、平成３０年９月８日（土）から１０月１４日（日）までの３６日間、四国まるごと公共交通利用促進キャンペーンを実施しま
す。

四国運輸局
交通政策部交通企画課

キャンペーン開催における
名義後援、参加者募集のた
めの周知・呼び掛け

平成３０年度四国地域エネルギー・温暖化対策推進会議 支援プロジェクト


